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剪
定
の
講
習
会
と
技
能
審
査

　

五
月
二
五
日
～
二
七
日
、
晴
れ
渡
っ
た
青

空
の
下
、恒
例
の「
剪
定
技
能
講
習
会
」と「
剪

定
技
能
審
査
」
が
、
つ
く
ば
市
茎
崎
地
区
の

「
畜
産
草
地
研
究
所
」
で
行
わ
れ
た
。
樹
種

は
「
黒
松
」
で
あ
る
。

　

講
師
陣
一
八
名
、
受
講
者
四
二
名
、
総
勢

六
〇
名
が
四
班
に
分
か
れ
、
講
習
会
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
三
日
間
を
通
し
て
、
主
催
者

側
、
講
師
陣
か
ら
繰
り
返
し
て
行
わ
れ
た
の

が
安
全
指
導
で
、
受
講
者
も
、
自
身
の
装
備

の
確
認
と
点
検
に
は
念
を
入
れ
て
い
た
。

　

初
日
は
開
講
式
に
つ
づ
き
、
講
師
か
ら
実

技
指
導
が
行
わ
れ
た
。
松
の
本
数
が
ど
の
く

ら
い
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
に
か
く
す
ご
い

本
数
だ
。

　

剪
定
の
実
技
講
習
で
は
、
枝
が
伸
び
放
題

の
黒
松
を
姿
ス
ッ
キ
リ
す
る
に
は
思
い
切
っ

た
剪
定
が
必
要
で
あ
る
。
平
行
枝
、
交
差
枝

な
ど
忌
み
枝
の
処
理
、
団
子
状
態
の
混
み

合
っ
た
先
端
部
分
を
必
要
な
「
芽
」
を
残
し
、

そ
し
て
伸
び
た
「
み
ど
り
摘
み
」
を
行
う
。

剪
定
の
専
門
用
語
等
も
実
技
講
習
を
通
し
て

確
実
に
学
ん
で
行
く
。

　

最
終
日
は
「
剪
定
技
能
審
査
」
が
行
わ
れ

た
。
自
分
が
受
検
す
る
黒
松
の
枝
を
、
講
習

を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら

上
か
ら
順
に
剪
定
を
行
っ
た
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
た
ち
は

こ
う
し
て
剪
定
の
技
能
を
み
が
き
、
お
客
様

に
よ
り
良
い
剪
定
の
成
果
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
絶
え
ず
努
力
を
重
ね
て
い
る
。
ま
た
、

毎
年
一
月
に
は
「
冬
季
剪
定
講
習
会
」
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
樹

木
の
剪
定
技
能
講
習
を
行
い
、
ど
ん
な
樹
種

（5月 27 日剪定技能審査会場）

（5月 27 日講師陣による審査風景）

（5月 27 日同じく審査風景）
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で
あ
っ
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
剪
定
技
能

の
向
上
を
は
か
っ
て
い
る
。

…

（
広
報
部
会
取
材
班
）

意
識
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト

　

昨
年
9
月
、
つ
く
ば
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
（
T
S
J
C
）
の
谷
田
部
地
区
で
は
、

同
地
区
会
員
向
け
に
意
識
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
『
谷
田
部
地
区
通

信
』
上
に
掲
載
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
プ
ル
な
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
が
、
こ
の

結
果
が
、
懸
案
で
あ
る
就
業
の
実
態
、
会
員

が
期
待
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ

の
参
加
な
ど
、
現
在
の
状
況
が
す
こ
し
は
読

み
と
れ
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
広
報
部
会
で

は
、
こ
の
結
果
を
広
く
み
な
さ
ん
に
も
伝
え

る
意
味
が
あ
る
と
考
え
、「
き
ず
な
」
本
号

に
掲
載
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問
は
6
項
目
あ
り
、
質

問
①
か
ら
質
問
⑤
ま
で
は
2
択
～
4
択
、
質

問
②
と
質
問
④
で
は
「
そ
の
他
」
の
と
こ
ろ

で
「
ご
意
見
」
が
あ
れ
ば
記
入
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
率
は
40・

9
％
（
96

通
／
谷
田
部
地
区
会
員
2
3
5
名
）で
し
た
。

（5月 25 日実技講習風景）

《質問②　前問のアに○をした方にお伺いします》
ア：自分に適した仕事がない 1 
イ：現在シルバー以外の仕事をしている 0 
ウ：その他 7 
合計 8 

※質問②に対するご意見
　・申込んであるが連絡がない
　・入会したばかりなので
　・子育て支援がスタートしていない

調査アンケート結果
《質問①　就業したことがありますか？》

ア：入会後一度もない 8 
イ：入会後 1 回は就業したことがある 10 
ウ：たまに就業するときがある 22 
エ：定期就業中 56 
合計 96 

エ：58％
ウ：23％

イ：11％

ア：8％ 質問①

ウ：88％

ア：12%
質問②
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※質問④に対するご意見（回答は原文のまま）
　・身体に障害があり作業的は不可能
　・参加できる時は参加するよう努めます
　・仕事の内容・目的が知りたい
　・妻の介護で忙しい時がある
　・知り合いがいないので出にくい
　・通院
　・ 用事、及び仕事のある時は出席していません
　・知らなかった　
　・仕事の都合で参加できない時がある

　・わからなかった
　・入会したばかりなので
　・ 地元・地域内公園のパークレンジャー（ボラン

ティア）活動に参加している
　・ 谷田部地区女性部会の懇談会にたまに参加して

おります。先日の介護保険については参考にな
りました。アダプト・ア・パークは家の近く高
野台公園の時は参加しようと思っていますが、
仕事とぶつかってしまう

※質問⑤に対するご意見（回答は原文のまま）
　・ 身体に可能であれば是非参

加したい
　・ 体調と通院状況次第です
　・予定が合えば
　・ わからない。内容による
　・ 来年度も就業を続ける予定
　・ 現在定期就業中の仕事が忙

しい
　・ 60 才以上のボランティアっ

てなんですか？
　・無理なくできる範囲で

　・ そ の 場 所 に 行 く 足 が な い
（車）

　・ 仕事と重ならないなら参加
する

　・次年度はやめたい
　・内容による
　・出来るだけ参加したい
　・ 地元・地域内公園のパーク

レンジャーに参加するため
　・ 今のところシルバーの仕事

があります。（剪定、草刈）

《質問③　地区懇談会、アダプト・ア・パー
ク（ボランティア）等地区活動に参加され
ていますか？》
ア：積極的に参加している 24
イ：たまに参加している 35 
ウ：参加したことがない 36 
合計 95

《質問④　前問のウに○をした方にお伺い
します》
ア：参加するのが面倒である 3 
イ：あまり人とかかわりたくない 1 
ウ：忙しい 11 
エ：その他 21 
合計 36 

《質問⑤　来年度において、当センターで大
規模なボランティア活動を企画した場合に
あなたは参加する意思がありますか？》

ア：はい 72 
イ：いいえ 19 
合計 91 

ウ：38％

イ：37％

ア：25％

質問③

 エ：58％ ウ：31％

イ：3％

ア：8％ 質問④

イ：21％

ア：79％

質問⑤
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筑
波
研
究
学
園
都
市
探
訪

国
立
科
学
博
物
館

�
筑
波
実
験
植
物
園
を
訪
ね
て

　

つ
く
ば
市
に
は
、
国
の
研
究
機
関
や
そ
の

付
属
施
設
が
多
数
活
動
し
、
一
般
に
公
開
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
一
つ
が
、
市
内
の
中
心
部
近
く
に
あ
る

国
立
科
学
博
物
館
筑
波
実
験
植
物
園
。
植
物

の
多
様
性
を
知
り
、
守
り
、
伝
え
る
こ
と
を

使
命
に
、
研
究
、
保
全
、
展
示
・
学
習
支
援

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
年
間
を
通
し
て
企

画
展
、
市
民
に
よ
る
植
物
展
示
、
自
然
観
察

会
、
専
門
家
の
お
話
、
天
体
観
望
会
な
ど
企

画
が
い
っ
ぱ
い
。
園
内
を
歩
く
と
、
と
に
か

く
楽
し
く
、
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い

う
一
言
に
尽
き
ま
す
。

　

最
近
の
楽
し
い
観
察
例
を
一
つ
あ
げ
て
み

ま
し
ょ
う
。
こ
の
5
月
～
6
月
の
ク
レ
マ
チ

ス
園
特
別
公
開
で
は
、
広
報
部
会
取
材
陣
も

訪
れ
て
、
多
く
の
種
類
の
ク
レ
マ
チ
ス
を
間

近
で
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
ク
レ
マ
チ
ス
を
観
察
し
つ
づ
け
て
い

る
う
ち
に
、
形
も
色
も
な
ぜ
こ
ん
な
に
違
う

種
類
が
多
い
の
だ
ろ
う
か
と
、
植
物
の
多
様

性
に
驚
か
さ
れ
な
が
ら
の
新
し
い
発
見
が
い

く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

植
物
に
は
、
不
思
議
な
も
の
を
も
た
ら
し

て
く
れ
る
何
か
が
あ
り
そ
う
で
す
。

（3月 15 日〜 3月 22 日：つくば蘭展）

（3月：食虫植物の常設展示）

（3月 22 日：同植物園にて）
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〒
305−

0005
つ
く
ば
市
天
久
保
4−

1−

1

電
話
：
0
2
9−

8
5
1−

5
1
5
9

http://w
w
w
.tbg.kahaku.go.jp/

交
通
ア
ク
セ
ス
：

（
電
車
・
バ
ス
）
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
終

点
「
つ
く
ば
駅
」
前
の
つ
く
ば
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
か
ら
「
天
久
保
二
丁
目
」
か
「
つ
く
ば

実
験
植
物
園
前
」
下
車
、
徒
歩
。

（
自
動
車
）
常
磐
自
動
車
道
桜
土
浦
I
．C
．

か
ら
北
へ
約
8
km
。

〈
現
場
を
訪
ね
て
〉

　
　
　草
刈
り
班
の
活
躍

　

今
回
は
、
地
域
か
ら
の
厚
い
信
頼
と
期
待

に
支
え
ら
れ
て
い
る
つ
く
ば
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
草
刈
り
班
（
茎
崎
地
区
）
の
活

躍
を
追
っ
た
。
平
成
27
年
6
月
初
め
、
つ
く

ば
市
の
最
南
部
に
あ
る
「
あ
し
び
野
多
目
的

広
場
」
が
そ
の
現
場
だ
っ
た
。

　

朝
の
集
合
は
早
い
。
集
合
時
間
は
七
時
半

で
あ
る
が
七
時
過
ぎ
に
は
み
ん
な
が
決
め
ら

れ
た
集
合
場
所
に
や
っ
て
き
た
。
揃
っ
た
と

こ
ろ
で
い
つ
も
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
始
ま

（5月 2日〜 6月 14 日：クレマチス園公開）

（5月：園内にある熱帯資源植物温室、サバンナ温室、熱帯雨林温室、水生植物温室）

車両にも毛布をかけよう 作業前に防護ネットを張る

（3月：温室内の植物）



Page 7　きずな VOL.011

る
。
現
場
に
隣
接
し
た
場
所
は
、
住
民
の
駐

車
場
で
あ
り
沢
山
の
車
が
駐
車
し
て
い
る
の

で
、十
分
な
安
全
対
策
、と
く
に
「
石
撥
（
は
）

ね
防
護
」
対
策
を
と
っ
て
作
業
に
入
る
よ
う

に
、
入
念
な
確
認
が
な
さ
れ
た
。

　

シ
ル
バ
ー
の
安
全
委
員
会
か
ら
支
給
さ
れ

た
防
護
ネ
ッ
ト
、
自
分
た
ち
で
そ
ろ
え
た
防

護
用
古
毛
布
や
巻
き
取
り
式
の
大
き
な
防
護

ネ
ッ
ト
、
各
種
サ
イ
ズ
の
熊
手
、
ほ
う
き
、

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、
そ
し
て
刈
り
取
っ
た
草
な

ど
を
吹
き
集
め
る
ブ
ロ
ワ
ー
が
そ
ろ
っ
た
。

全
て
が
そ
ろ
っ
た
と
こ
ろ
で
出
発
と
な
る
。

　

現
場
に
つ
く
と
直
ぐ
に
、
付
近
に
駐
車
し

て
い
る
住
民
の
車
に
、
毛
布
な
ど
で
「
石
撥

ね
防
護
策
」
を
講
じ
た
後
、
草
刈
り
作
業
に

と
り
か
か
っ
た
。
草
刈
機
は
大
容
量
の
エ
ン

ジ
ン
を
も
ち
、
耐
久
力
が
あ
る
プ
ロ
用
の
も

の
で
あ
る
。
エ
ン
ジ
ン
音
が
鳴
り
響
き
、
十

分
な
安
全
間
隔
を
取
る
。

　

今
日
の
作
業
メ
ン
バ
ー
数
で
は
足
り
な
い

く
ら
い
の
広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
人
が
小

さ
く
見
え
る
。
そ
れ
で
も
伸
び
た
雑
草
を
確

実
に
刈
り
取
っ
て
い
く
が
、
作
業
は
一
日
で

は
終
わ
ら
な
い
。
こ
の
現
場
で
は
二
日
間
か

か
る
と
の
こ
と
。
仕
事
の
合
間
を
ぬ
っ
て
班

長
か
ら
興
味
深
い
お
話
を
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
た
。

　

こ
の
仕
事
の
ポ
イ
ン
ト
第
一
は
、
エ
ン
ジ

ン
を
使
っ
た
機
械
は
、
命
に
か
か
わ
る
危
険

性
を
伴
う
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
て
作
業
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
各
人
の
作
業
間
隔
を
十

分
に
あ
け
る
こ
と
が
大
切
。
第
二
は
、「
石

撥
ね
」
で
車
の
窓
ガ
ラ
ス
を
割
る
な
ど
の
事

故
で
他
人
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
な
対
策

を
必
ず
と
る
こ
と
。

　

か
な
り
き
つ
い
作
業
な
の
で
休
憩
は
欠
か

せ
な
い
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
熱
中
症

対
策
に
休
憩
や
水
分
、
塩
分
の
補
給
も
必
要

危険防止のため間隔をあけて作業

ブロワー作業

刈り払い作業

防護ネットを張って草刈り作業
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と
な
る
と
の
こ
と
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
も
す
っ
か
り
き
れ
い
に
な

り
、
ま
た
、
皆
さ
ん
が
作
業
に
取
り
組
む
姿

勢
な
ど
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
地
元
の

方
々
か
ら
好
感
を
持
た
れ
て
い
る
理
由
が
わ

か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
ま
だ
草
刈
り
の
仕
事
を
や
っ
て
お

ら
れ
な
い
方
々
も
、
共
通
の
作
業
仲
間
と
し
て

加
わ
る
こ
と
で
、
第
二
の
人
生
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。…
（
取
材
班
）

ご
案
内

　

つ
く
ば
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

毎
月
の
入
会
説
明
会
お

よ
び
面
接
を
行
っ
て
お

り
、
8
～
10
月
は
下
記

の
と
お
り
で
行
う
予
定

で
す
。
入
会
ご
希
望
の

方
は
、
直
接
説
明
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
は
、
お
電

話
で
受
け
つ
け
て
お
り

ま
す
。

＊
電
話
：
0
2
9−

8
7
9−

5
1
9
9

＊
Ｈ
Ｐ
：http://w

w
w
.tsukuba-sc.com

/

平
成
27
年
度
つ
く
ば
市

　
　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�

新
体
制
決
ま
る

　

平
成
27
年
6
月
25
日
（
木
）
午
前
10
時
よ

り
、
市
民
ホ
ー
ル
と
よ
さ
と
に
て
、
公
益
社

団
法
人
つ
く
ば
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

平
成
27
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
で
は
、
平
成
26
年
度
お
よ
び
27
年

度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
や
予
算
が
報
告

さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

6
月
は
じ
め
に
開
か
れ
た
臨
時
理
事
会
で
選

ば
れ
た
新
理
事
長
福
田
征
男
、
副
理
事
長
橋

本
憲
明
の
両
氏
が
、
今
回
の
定
時
総
会
で
紹

介
さ
れ
、
新
体
制
で
の
船
出
に
あ
た
り
、
両

氏
か
ら
力
強
い
決
意
の
表
明
が
あ
り
ま
し

た
。

編
集
後
記

　

今
回
か
ら
、
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
取
り
上
げ

て
い
る
も
の
が
い
く
つ
か
有
り
ま
す
。
シ
ル

バ
ー
の
人
が
ど
ん
な
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
の

か
職
場
紹
介
や
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
意
識
調

査
な
ど
掲
載
し
ま
し
た
。
今
後
内
容
を
一
層
充

実
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
継
続
は

力
な
り
と
言
い
ま
す
が
、
次
回
以
降
も
編
集
員

一
同
頑
張
り
ま
す
。

　

さ
て　

今
年
は
「
科
学
万
博
―
つ
く
ば
85’

（
E
X
P
O
85
）」
か
ら
、
も
う
30
年
に
な
る
と

の
事
で
す
。
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
エ
キ
ス
ポ

セ
ン
タ
ー
で
、
つ
く
ば
科
学
万
博
ツ
ア
ー
を
開

催
し
て
い
る
そ
う
で
、
興
味
が
有
り
参
加
し
て

み
よ
う
か
な
と
考
え
て
い
ま
す
。…

（
菊
田
）

　

今
号
の
表
紙
に
は
、
初
夏
の
筑
波
山
の
ふ
と

こ
ろ
で
育
ま
れ
て
い
る
植
物
を
載
せ
て
み
よ
う

と
考
え
て
、
こ
の
と
こ
ろ
な
ん
ど
か
登
っ
て
い

る
筑
波
山
へ
出
か
け
ま
し
た
。
途
中
、
自
転
車

で
ツ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
む
人
た
ち
を
少
な
か
ら

ず
見
か
け
ま
し
た
。
便
利
な
世
の
中
に
な
っ
た

と
は
い
え
、
自
然
を
楽
し
む
に
は
、
こ
う
い
う

運
動
が
何
よ
り
か
も
し
れ
な
い
と
痛
感
さ
せ
ら

れ
た
次
第
で
す
。
山
で
は
折
々
の
季
節
を
反
映

し
て
、
4
月
カ
タ
ク
リ
、
5
月
ツ
ツ
ジ
、
6
月

は
ア
ジ
サ
イ
な
ど
多
く
の
花
が
咲
き
乱
れ
て
い

ま
し
た
。…

（
山
内
）

◆
き
ず
な
原
稿
募
集

　
「
き
ず
な
」
の
原
稿
を
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。就
業
先
で
の
出
来
事
や
体
験
談
、

身
近
な
出
来
事
等
々
、
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
些
少
で
は
あ
り
ま
す
が
執
筆
謝
礼
を

ご
用
意
い
た
し
ま
す
。

開催月日 時間 会場

8 月 13 日（木） 午後 1 時 30 分
シルバー人材

センター会議室
（大穂庁舎 3 階会議室）

9 月 10 日（木） 午後 1 時 30 分 同上
10 月 8 日（木） 午後 1 時 30 分 同上


